
夏
曽
佑
『
最
新
中
学
教
科
書
　
中
国
歴
史
』
訳
注
（
四
） 

一

要
旨
お
よ
び
凡
例

一
、 

本
訳
稿
は
、
清
末
民
国
初
の
学
者
夏
曽
佑
（
一
八
六
三
―
一
九
二
四
）

が
、
光
緒
三
十
年
（
一
九
〇
四
）
か
ら
三
十
二
年
（
一
九
〇
六
）
に
か
け

て
出
版
し
た
『
最
新
中
学
教
科
書
　
中
国
歴
史
』
全
三
冊
の
う
ち
、
第
一

冊
を
全
訳
し
注
釈
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
冊
は
、
人
類
の
起
源
か

ら
先
秦
時
代
ま
で
の
歴
史
を
述
べ
て
い
る
。
内
容
に
関
し
て
、
著
者
の
夏

氏
は
清
末
の
新
学
派
（
梁
啓
超
、
譚
嗣
同
、
厳
復
）、
特
に
厳
復
と
交
遊

関
係
を
持
っ
て
お
り
、
変
法
を
支
持
し
て
い
た
。
よ
っ
て
本
書
は
今
文
経

学
の
観
点
か
ら
中
国
史
を
綴
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
ま
た
本
書
は

著
者
の
死
後
、『
中
国
古
代
史
』
と
改
題
さ
れ
、
一
九
三
三
年
に
商
務
印

書
館
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
注
釈
者
は
本
論
集
に
、
古
文
経
学
者
で
あ

る
劉
師
培
が
著
し
た
『
中
国
歴
史
教
科
書
』
訳
注
を
（
四
）
ま
で
発
表
し

て
お
り
、
今
後
も
両
書
の
訳
注
を
交
互
に
発
表
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

な
お
今
回
は
第
一
篇
、
第
一
章
の
第
十
一
節
「
炎
黃
之
際
中
国
形
勢
」、

第
十
二
節
「
黃
帝
与
炎
帝
之
戦
」、
第
十
三
節
「
黃
帝
与
蚩
尤
之
戦
」、
第

十
四
節
「
黃
帝
之
政
教
」
の
訳
お
よ
び
注
釈
を
掲
載
す
る
。

二
、 『
最
新
中
学
教
科
書
　
中
国
歴
史
』原
文
は
、楊
琥『
夏
曽
佑
集
』下
巻（
上

海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
所
収
の
校
点
本
を
底
本
と
し
、
ほ
か
簡

体
字
版
『
中
国
古
代
史
』（
中
国
和
平
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
も
参
照

し
た
。

三
、 

本
文
と
自
注
と
を
区
別
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
本
文
は
太
字
と
し
、
本

文
中
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
著
者
の
自
注
は
原
書
に
従
っ
て
小
字
と
し
た
。

ま
た
原
書
に
は
（
原
注
）
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
見
易
さ
を
考
え
て
節
の

末
尾
に
ま
と
め
て
附
し
た
。

四
、 

注
釈
者
は
〔
注
釈
〕
に
お
い
て
、
本
文
中
の
引
用
文
に
つ
い
て
可
能
な
限

り
そ
の
出
典
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
原
書
の
記
述
の
誤
り
や
不
足
に
対
し

て
訂
正
、
補
足
を
行
っ
た
。

五
、 

本
文
及
び
注
中
の
『
　
』
は
書
名
を
示
す
が
、
書
名
で
あ
る
か
否
か
の
判

断
が
困
難
な
場
合
、
書
名
に
準
ず
る
も
の
に
も
使
用
し
た
。（
　
　
）
は

訳
者
に
よ
る
も
の
で
、
術
語
の
解
説
や
意
味
の
補
足
に
用
い
た
。

六
、 

原
則
と
し
て
本
文
、
（
原
注
）
の
表
記
は
旧
字
体
、
訳
文
、〔
注
釈
〕
の
表

記
は
、
常
用
漢
字
体
、
現
代
仮
名
遣
い
を
そ
れ
ぞ
れ
用
い
た
。
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井
澤
　
耕
一 

二

最
新
中
學
教
科
書 

中
國
歷
史    

第
一
冊

第
一
篇
　
上
古
史

第
一
章

　
傳
疑
時
代

第
十
一
節
　
炎
黃
之
際
中
國
形
勢  

　
凡
人
羣
之
遷
徙
也
、
常
順
山
川
之
形
勢
以
前
進
。
中
國
之
山
脈
河
流
、
皆
爲

横
列
、
與
赤
衟
平
行
。
故
各
族
之
居
其
地
者
、
亦
用
横
列
之
法
、
以
分
占
大
地
。

當
炎
帝
末
造
、
居
中
國
者
、
約
分
三
族
。
最
北
以
漠
南
北
爲
界
者
、
爲
葷
粥
。

獯
鬻
、
玁
狁
、
匈
奴
、
皆
一
音
之
轉
。
西
起
崑
崙
、
東
漸
大
海
、
夾
黃
河
兩
岸
者
、

爲
諸
夏
。
大
江
以
外
、
及
乎
南
溟
、
是
爲
黎
族
。
獯獯
鬻
之
來
不
可
考
、
然
出

於
夏
桀
、
淳
維
之
説
、
必
不
足
信
。
黎
族
與
今
之
馬
來
族
相
同
、
向
疑
其
爲
神

州
之
土
著
。
然
近
日
有
人
發
見
猓
猓
猓
猓
古
文
書
、
中
言
洪
水
方
舟
之
事
、
日
本
鳥

居
龍
藏
所
引
西
人
之
説
。
則
亦
從
西
方
來
者
、
或
較
吾
族
早
耳
。
當
時
諸
夏
雖
爲

一
族
、
然
似
有
二
支
、
一
炎
帝
、
一
黃
帝
也
。
因
『
史
記
』
稱
黃黃
帝
遷
徙
往
來

無
常
處
、
以
兵
師
爲
營
衞
、
而
神
農
氏
教
民
稼
穡
、
農
夫
非
可
遷
徙
往
來
無
常

處
者
、
故
疑
其
爲
一
族
分
二
支
也
。
古
時
黎
族
散
處
江
湖
間
、
先
於
吾
族
、
不

知
幾
何
年
。
其
後
吾
族
順
黃黃
河
流
域
而
至
、
如
此
者
又
不
知
幾
何
年
。
至
黃
帝

時
、
生
齒
日
繁
、
民
族
競
争
之
禍
、
乃
不
能
不
起
、
遂
有
炎
帝
、
黃
帝
、
蚩
尤

之
戰
事
、
而
中
國
文
化
、
藉
以
開
焉
。

〔
現
代
語
訳
〕

　
そ
も
そ
も
人
間
社
会
の
変
化
は
、
お
お
む
ね
山
川
の
地
勢
に
則
っ
て
発
展
す

る
。
中
国
の
山
脈
河
川
は
、
全
て
東
西
横
に
列
な
っ
て
お
り
、
赤
道
に
並
行

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
各
民
族
の
居
住
地
も
、
横
に
列
な
っ
て
、
中
国
の
大
地

を
占
有
し
て
い
た
。
炎
帝
の
末
期
に
な
っ
て
、
中
国
に
居
た
民
族
は
、
お
よ
そ

三
つ
に
分
か
れ
る
。
最
も
北
に
は
ゴ
ビ
砂
漠
を
区
域
と
し
て
「
葷く

ん
い
く粥

」
獯く

ん
い
く鬻

、

玁け
ん
い
ん狁

、
匈き

ょ
う
ど奴

は
全
て
一
音
の
転
化
で
あ
る
。　
が
い
た）

1
（

。
西
は
崑
崙
山
（
中
国
の
西

方
に
あ
り
、
黄
河
の
源
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
）
か
ら
東
は
大
海
ま
で
、
黄
河
の

両
岸
を
挟
ん
で
諸ち

ゅ
う
か夏

が
い
た
。
そ
し
て
長
江
以
南
南
溟め
い

に
及
ぶ
ま
で
黎れ
い

族
が
居

住
し
て
い
た
。
上
述
の
獯
鬻
の
来
歴
は
考
証
で
き
な
い
が
、
夏
・
桀
と
そ
の
子

淳
維
を
祖
と
す
る
説
は
絶
対
に
信
じ
ら
れ
な
い）

2
（

。
黎
族
は
今
の
マ
レ
ー
族
と

同
じ
で
、
以
前
は
お
そ
ら
く
神

ち
ゅ
う
ご
く州

内
に
土
着
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
近

年
、
猓
猓
猓
猓
族

ろ

ろ

の
古
文
書
中
に
大
洪
水
と
方
舟
の
事
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
発

見
さ
れ
た
が
、
日
本
の
学
者
、
鳥
居
龍
蔵
所
引
の
西
洋
人
の
説
に
拠
る）

3
（

。
そ
う
な
る

と
彼
ら
は
西
方
か
ら
や
っ
て
き
て
、
も
し
か
す
る
と
吾
が
民
族
よ
り
歴
史
が
古

い
か
も
し
れ
な
い
。
当
時
の
諸
夏
は
一
族
で
は
あ
っ
た
が
、
二
つ
、
す
な
わ

ち
炎
帝
と
黄
帝
に
分
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
『
史
記
』（
五

帝
本
紀
）
は
黄
帝
が
処
々
に
移
り
住
ん
で
定
住
せ
ず
、
兵
士
を
配
置
し
て
宿

営
の
守
り
と
し
た
と
記
し
て
い
る
が
、
神
農
氏
は
民
に
農
業
を
教
え
て
お
り
、

そ
う
な
る
と
農
民
が
処
々
に
移
り
住
ん
で
定
住
し
な
い
こ
と
は
あ
り
え
な
い
、

よ
っ
て
お
そ
ら
く
一
つ
の
民
族
が
二
つ
に
分
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
古
代
に
お

い
て
黎
族
は
江
湖
地
方
に
分
散
し
て
居
住
し）

4
（

、
吾
が
民
族
よ
り
先
ん
じ
て
い
た

が
、
そ
れ
が
い
つ
頃
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
吾
が
民
族
が
黄
河
流
域

に
沿
っ
て
移
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
も
い
つ
頃
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
黄
帝
の

時
、
人
口
が
日
増
し
に
増
加
し
た
た
め
、
民
族
同
士
の
争
い
も
併
せ
て
起
き
、

つ
い
に
は
炎
帝
、
黄
帝
、
蚩し

尤ゆ
う

間
で
戦
争
が
起
こ
っ
た
が
、
中
国
の
文
化
も
こ

こ
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　〔
注
釈
〕

（
1
） （
唐
・
司
馬
貞
）『
史
記
索
隠
』
所
引
の
『
楽
産
括
地
譜
』
に
は
「
夏
の
桀
、
無
道
に

し
て
、（
殷
）
湯
之
を
鳴
條
に
放
ち
、
三
年
し
て
死
す
。
其
の
子
獯
粥
（
後
述
の
淳
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夏
曽
佑
『
最
新
中
学
教
科
書
　
中
国
歴
史
』
訳
注
（
四
） 

三

維
）、
桀
の
衆
妾
を
妻
と
し
、
避
け
て
北
野
に
居
し
、
畜
に
随
い
て
移
徙
す
。
中
国
之こ

れ

を
匈
奴
と
謂
う
」
と
あ
る
。

（
2
） 

夏
曽
佑
が
強
く
否
定
し
た
の
は
、『
史
記
』
匈
奴
列
伝
「
匈
奴
、
其
の
先
祖
は
夏
后

氏
の
苗
裔
な
り
、
淳
維
と
曰
う
」
の
説
で
、
司
馬
遷
は
匈
奴
の
祖
を
夏
朝
最
後
の
王
、

桀
の
子
淳
維
と
考
え
て
い
た
。

（
3
） 

夏
曽
佑
が
参
照
し
た
の
は
、
鳥
居
龍
蔵
（
一
八
七
〇
―
一
九
五
三
）「
猓
玀
の
神
話
」

（『
帝
國
文
學
』
一
一
―
九
、
一
九
〇
五
年
、
後
『
鳥
居
龍
藏
全
集
』
十
、
朝
日
新
聞

社
、
一
九
七
六
年
所
収
）
で
あ
る
。
鳥
居
は
論
文
中
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
植
物
学
者

で
あ
る
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
・
ヘ
ン
リ
ー
（
一
八
五
七
―
一
九
三
〇
）
のT

he L
olos 

and other tribes of W
estern C

hina,1902  

を
引
用
し
て
、
猓
猓
族
に
伝
わ
る
「
大
洪

水
伝
説
」
を
紹
介
し
た
。

（
4
） 

現
在
黎
族
は
、
そ
の
人
口
の
九
割
が
海
南
島
の
黎
族
苗
族
自
治
州
（
一
九
五
五
年
成

立
）
に
集
中
し
、
他
は
自
治
州
周
辺
の
各
地
に
分
散
し
漢
族
と
と
も
に
居
住
し
て
い

る
。第

十
二
節
　
黃
帝
與
炎
帝
之
戰  

　
黃
帝
姓
公
孫
、
生
於
姫
水
、
故
姓
姫
、
是
本
姓
公
孫
、
後
改
姫
姓
、
原
注
。

名
曰
軒
轅
（
一
）

、
少
典
之
子
（
二
）

。
此
爲
炎
帝
同
族
之
證
、
炎
帝
事
見
前
。
母
曰
附
寶
、
感

大
電
繞
樞
、
生
帝
軒

（
三
）

。
以
土
德
王
（
四
）

、
以
雲
紀
官
、
故
爲
雲
師
而
雲
名
（
五
）

。
案
黃
帝

之
時
、
葷
粥
在
北
、
九
黎
在
南
、
黃
帝
與
炎
帝
、
并
居
於
黃
河
流
域
。
而
黃
帝

興
於
阪
泉
、
涿
鹿
之
間
、
涿
鹿
、
今
直
隷
涿
州
。
阪
泉
在
涿
州
城
東
。
地
在
北
（
六
）

。

炎
帝
舊
都
陳
、
地
在
南

（
七
）

。
故
黃
帝
此
時
、
欲
兼
并
四
方
、
首
當
合
同
種
之
國
爲

一
、
而
後
南
向
以
争
殖
民
地
。
北
徼
荒
寒
、
殖
民
非
便
、
其
於
北
狄
、
逐
之
使

不
内
向
而
已
、
不
窮
之
也
。
然
此
實
黃
帝
之
失
策
、
此
後
北
狄
之
害
、
邁遂
與
黃

帝
子
孫
相
終
始
。
中
國
之
於
四
鄰
、
大
約
自
夏
以
前
、
則
注
意
在
南
、
自
夏

以
後
、
則
注
意
在
北
。
注
意
於
南
、
而
江
南
邁遂
永
爲
中
國
殖
民
之
地
、
注
意
於

北
、
己
國
或
時
爲
他
人
殖
民
地
焉
。
其
我
之
有
盛
衰
耶
、
其
敵
之
有
强强
弱
耶
、

不
可
知
矣
。
今
姑
舎
是
、
但
考
黃
帝
與
炎
帝
用
兵
之
端
、
説
各
不
同
。
一
曰
、

諸
侯
相
侵
伐
、
虐
百
姓
、
而
神
農
氏
弗
能
征

（
八
）

。
一
曰
、
炎
帝
欲
侵
凌
諸
侯
（
九
）

。
一

曰
、
赤
帝
爲
火
災

（
十
）

。
其
義
率
相
違
戾
、
此
殆
當
時
藉
以
用
兵
之
辭
耳
。
及
與
炎

帝
戰
於
阪
泉
之
野
、
三
戰
而
後
得
其（
十
一
）志

。
夫
曰
得
其
志
、
則
黃
帝
之
謀
炎
帝
也

久
矣
。
蓋
普
魯
士
不
合
日
爾
曼
列
邦
爲
一
統
、
不
能
大
勝
法
蘭
西
也
。

（
原
注
）

　
（
一
） 『
史
記
』
五
帝
本
紀
。「
姓
姫
氏
」。

　
（
二
） 「
史
記
』
五
帝
本
紀
。「
少
典
」。

　
（
三
） 『
御
覽
』
七
十
九
引
『
河
圖
握
拒
』。「
附
寶
」。

　
（
四
） 『
漢
書
』
律
暦
志
。「
土
德
」。

　
（
五
） 『
左
』
昭
十
七
年
。「
以
雲
紀
官
」。

　
（
六
） 『
史
記
』
五
帝
本
紀
。「
阪
泉
」。

　
（
七
） 『
御
覽
』
七
十
八
引
『
帝
王
世
紀
』。「
炎
帝
」。

　
（
八
） 『
史
記
』
五
帝
本
紀
。「
諸
侯
相
侵
伐
」。

　
（
九
） 『
史
記
』
五
帝
本
紀
。「
侵
凌
諸
侯
」。

　
（
十
） 『
御
覽
』
七
十
八
引
『
文
子
』。「
爲
火
災
」。

（
十
一
）『
史
記
』
五
帝
本
紀
。「
三
戰
」。

〔
現
代
語
訳
〕

　
黄
帝
、
姓
は
公
孫
、
姫
水
に
生
ま
れ
た
た
め
、
姫
を
姓
と
す
る
。
つ
ま
り
本

は
公
孫
で
あ
っ
た
が
、
後
に
姫
姓
に
改
め
た
の
で
あ
る
。
原
注）

1
（

。
名
は
軒
轅
と

い
い

（
一
）

、
少
典
の
子
で
あ
っ
た
（
二
）

。
こ
れ
は
炎
帝
と
同
族
で
あ
っ
た
証
拠
で
あ
る
、
炎
帝

の
事
は
前
（
第
十
一
節
）
に
見
え
る
。
母
は
附
宝
、
北
斗
七
星
に
電
光
が
走
っ
た

の
を
見
て
、
帝
軒
を
生
ん
だ

（
三
）

。
土
徳
に
拠
っ
て
王
と
な
り
（
四
）

、
雲
の
字
を
用
い

て
官
名
を
定
め
、
よ
っ
て
そ
の
軍
も
雲
師
と
名
付
け
た

（
五
）

。
思
う
に
黄
帝
の
時

代
、
葷
粥
は
北
、
九
黎
は
南
、
そ
し
て
黄
帝
と
炎
帝
は
中
間
の
黄
河
流
域
に
居

た
。
黄
帝
は
阪
泉
、
涿た

く

鹿
地
方
に
起
こ
っ
た
た
め
、
涿
鹿
は
、
今
（
清
末
）
の
直

隷
涿
州
（
現
河
北
省
保
定
市
内
）、
阪
泉
は
涿
州
城
の
東
に
あ
た
る
。
拠
点
は
黄
河
の

北
に
あ
っ
た

（
六
）

。
炎
帝
は
以
前
陳
（
現
河
南
省
周
口
市
内
）
に
都
を
置
い
て
い
た

の
で
、
拠
点
は
黄
河
の
南
に
あ
っ
た

（
七
）

。
よ
っ
て
黄
帝
は
そ
の
時
、
四
方
を
併
合

し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
ま
ず
は
同
じ
種
族
の
国
を
一
つ
に
し
、
そ
の
後
南
進
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井
澤
　
耕
一 

四

し
て
殖
民
の
地
を
得
る
べ
き
と
し
た
。
つ
ま
り
北
の
国
境
外
は
荒
れ
果
て
て
寒

く
、
殖
民
に
は
不
便
だ
っ
た
た
め
、
黄
帝
は
北
狄
に
対
し
て
、
領
内
か
ら
駆
逐

し
南
下
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
だ
け
で
、
攻
撃
を
徹
底
さ
せ
な
か
っ
た
。
し
か

し
こ
れ
は
誠
に
黄
帝
の
失
策
と
い
え
、
以
後
北
狄
の
害
は
、
黄
帝
の
子
孫
に
ま

で
及
ん
で
し
ま
っ
た
。
中
国
は
四
鄰
に
対
し
て
、
お
よ
そ
夏
以
前
は
南
方
を
重

視
し
、
夏
以
後
は
北
方
を
重
視
し
た
。
南
方
を
重
視
し
た
時
に
は
、
か
く
て
江

南
の
地
は
永
き
に
亘
っ
て
中
国
の
殖
民
地
と
な
っ
た
が
、
北
を
重
視
す
る
と
、

中
国
は
時
に
他
国
の
殖
民
地
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
が
吾
が
国
の
盛
衰
に

よ
る
も
の
か
、
敵
軍
の
強
弱
に
よ
る
も
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
今
し
ば
ら

く
そ
れ
を
置
い
て
、
先
に
黄
帝
と
炎
帝
が
矛
を
交
え
た
き
っ
か
け
を
考
え
て
み

る
が
、
諸
説
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
一
、
諸
侯
が
互
い
に
他
国
を
侵
略
し
、
民
を

苦
し
め
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
農
氏
が
そ
れ
を
征
伐
で
き
な
か
っ
た
た

め
（
八
）

、
二
、
炎
帝
が
諸
侯
を
攻
め
て
武
威
を
示
そ
う
と
し
た
た
め
（
九
）

、
三
、
赤
帝
が

（
攻
撃
法
と
し
て
）
火
災
を
起
こ
し
た
た
め

（
十
）

。
所
説
は
互
い
に
食
い
違
っ
て
い

る
が
、
お
そ
ら
く
当
時
そ
の
い
ず
れ
も
開
戦
の
口
実
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
え

よ
う
。（
黄
帝
が
）
炎
帝
と
阪
泉
の
野
で
戦
っ
た
際
、
三
た
び
戦
っ
て
そ
の
後

よ
う
や
く
志
を
遂
げ（

十
一
）た

。
そ
も
そ
も
（『
史
記
』
が
）「
そ
の
後
よ
う
や
く
志
を

遂
げ
た
」
と
記
し
た
の
は
、
黄
帝
が
炎
帝
に
対
し
て
長
期
間
に
わ
た
っ
て
策
略

を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
が
ド
イ
ツ
連

邦
と
連
合
し
な
け
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
に
大
勝
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
（
こ

と
と
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

2
（

）。

（
原
注
）

　
（
一
） （『
史
記
』
五
帝
本
紀
に
は
「
姓
は
公
孫
、
名
は
軒
轅
と
曰
う
」
と
あ
り
、
そ
れ
に

対
し
）『
史
記
（
索
隠
）』
は
「
長
く
姬
水
に
居
す
、
因
り
て
姓
を
姬
に
改
む
」
と

注
し
て
い
る
。

　
（
二
） 『
史
記
』
五
帝
本
紀
に
は
「
少
典
（
の
子
）」
と
あ
る
。

　
（
三
） 『
太
平
御
覧
』
巻
七
十
九
所
引
の
『
河
図
握
拒
（
正
し
く
は
河
図
握
矩
記
）』
に
は

「
母
は
地
祇ぎ

の
女
、
附
宝
な
り
」
と
あ
る
。

　
（
四
） 『
漢
書
』
律
暦
志
に
は
「『
易
』（
繋
辞
伝
下
）
に
曰
く
、
神
農
氏
沒
し
て
、
黄
帝
氏

作
る
と
。
火
は
土
を
生
ず
、
故
に
土
徳
た
り
」
と
あ
る
。

　
（
五
） 『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
十
七
年
に
は
「
昔
者
、
黄
帝
氏
、
雲
を
以
て
紀し

る

す
」
と
あ
る

（
原
注
「
紀
官
」
は
誤
り
）。

　
（
六
） （
唐
・
張
守
節
）『
史
記
正
義
』
五
帝
本
紀
（
所
引
の
『
括
地
志
』）
に
は
「
阪
泉
、

今
黃
帝
泉
と
名
づ
く
、
媯
州
懐
戎
県
（
現
河
北
省
張
家
口
市
）
東
五
十
六
里
に
在

り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、（
阪
泉
が
黄
河
の
北
に
在
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
）。

　
（
七
） 『
太
平
御
覧
』
巻
七
十
八
所
引
の
『
帝
王
世
紀
』
に
は
「
炎
帝
、（
人
身
牛
首
に
し

て
、
姜
水
に
長
ず
。
聖
德
有
り
、
火
を
以
て
木
に
承
ぎ
、
位
は
南
に
在
り
て
、
夏

を
主
ど
る
、
故
に
之
を
炎
帝
と
謂
う
、
陳
に
都
し
て
、
五
弦
の
琴
を
作
る
）」
と
あ

る
。

　
（
八
） 『
史
記
』
五
帝
本
紀
に
は
「
諸
侯
相
い
侵
伐
し
、（
百
姓
を
虐
げ
る
も
、
神
農
氏
征

す
る
こ
と
能
わ
ず
）」
と
あ
る
。

　
（
九
） 『
史
記
』
五
帝
本
紀
に
は
「
炎
帝
、
諸
侯
を
侵
陵
せ
ん
と
欲
す
る
も
、（
諸
侯
、
咸

な
軒
轅
に
帰
す
）」
と
あ
る
。

　
（
十
） 『
太
平
御
覧
』
巻
七
十
八
所
引
の
『
文
子
』
上
義
篇
に
は
「（
赤
帝
）
火
災
を
為つ

く

る
、

（
故
に
黄
帝
之
を
禽
に
す
）」
と
あ
る
。

（
十
一
）『
史
記
』
五
帝
本
紀
に
は
「
三
た
び
戦
い
て
、（
然
る
後
に
其
の
志
を
得
）」
と
あ
る
。

〔
注
釈
〕

（
1
） 

こ
の
原
注
に
は
数
字
が
無
く
誤
植
か
。

（
2
） 

こ
の
記
述
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
が
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
、
南
ド
イ
ツ
の
バ
ー
デ
ン
大

公
国
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
王
国
、
バ
イ
エ
ル
ン
王
国
と
同
盟
を
結
び
、
第
二
帝
政

期
の
フ
ラ
ン
ス
を
打
ち
破
っ
た
普
仏
戦
争
（
一
八
七
〇
―
七
一
）
を
念
頭
に
置
い
て

書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
十
三
節

　
黃
帝
與
蚩
尤
之
戰

　
黃
帝
所
戰
之
炎
帝
、
似
必
爲
帝
楡
罔
矣
。
然
或
謂
蚩
尤
卽
炎
帝
、
古
書
之
疑

似
者
頗
多
。
今
案
蚩
尤
之
説
、
百
家
沸
騰
、
然
會
而
通
之
、
亦
可
得
其
條
理
。

且
黃
帝
、
蚩
尤
之
役
、
爲
吾
國
民
族
競
争
之
發
端
、
亦
卽
吾
今
日
社
會
之
所
以

建
立
。
周
秦
以
前
人
、
猶
知
此
義
。
故
涿
鹿
之
戰
、
百
家
均
引
之
。
今
言
其
事
、
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夏
曽
佑
『
最
新
中
学
教
科
書
　
中
国
歴
史
』
訳
注
（
四
） 

五

尤
不
可
不
詳
也
。
案
蚩
尤
爲
九
黎
之
君
（
一
）

、
其
少
時
曾
學
於
中
國
、
一
仕
於
炎

帝
、
使
字
少
昊

（
二
）

、
再
仕
於
黃
帝
、
爲
主
金
之
官
（
三
）

、
又
爲
當
時
之
官
。
當
時
司
天

之
官
也（
四
）

。
黃
深
器
之
、
使
佐
少
昊
帝
（
五
）

。
其
時
、
黎
民
跼
蹐
江
湖
之
外
、
爲
我
所

鄙
賤
。
民
字
之
義
見
後
。
蚩
尤
既
久
遊
外
國
、
稔
知
諸
夏
、
九
黎
、
終
不
能
并

存
於
世
。
又
默
觀
神
農
世
衰

（
六
）

、
知
事
機
不
可
失
、
乃
潛
鑄
金
類
、
以
爲
利
器
（
七
）

、

遂
卽
率
衆
北
向
、
以
反
抗
中
國
。
未
幾
、
逐
帝
楡
罔
而
自
立
、
號
炎
帝
、
亦
曰

阪
泉
氏

（
八
）

、
如
日
爾
曼
人
自
稱
該
撤
之
例
也
。
古
稱
黃
神
與
炎
神
、
爭
鬪
涿
鹿
之

野
（
九
）

、
是
黃
帝
所
滅
者
、
爲
楡
罔
、
爲
蚩
尤
、
雖
若
可
疑
、
然
當
從
『
史
記
』、

分
而
爲
二

（
十
）

。
蓋
古
史
僅
稱
蚩
尤
逐
帝
楡
罔
、
而
未
言
蚩
尤
殺
帝
楡
罔（
十
一
）也

。
殆
當

時
楡
罔
都
蚩
尤
、
黃
帝
之
間
、
先
被
逐
於
蚩
尤
、
後
見
滅
於
黃
帝
。
蚩
尤
所
率

九
黎
之
民
、
先
在
江
南
、
及
戰
勝
楡
罔
、
自
號
炎
帝
、
時
則
已
踰
河
北
、
乃
進

而
益
西
。
與
黃
帝
遇
於
阪
泉
、
涿
鹿
之
野
、
已
在
中
國
之
西
北
偏
。
是
當
時
神

州
大
陸
、
已
爲
蚩
尤
所
據
、
若
涿
鹿
之
戰
、
而
黃
帝
再
敗
、
則
吾
族
尚
失
其
自

包
犧
、
神
農
以
來
之
殖
民
地
、
而
仍
回
葱
嶺
之
高
原
、
五
千
年
間
泰
東
之
史

事
、
無
一
同
者
矣
。
故
涿涿
鹿
之
戰
、
誠
諸
夏
之
大
事
也
。
古
人
述
此
戰
者
、
言

人
人
殊
、
所
謂
「
百
家
言
黃
帝
者
、
不
雅
馴
」
也
。
或
云
、
黃
帝
使
應
龍
殺

蚩（
十
二
）尤

、
或
云
、
黃
帝
使
魃
殺
蚩（
十
三
）尤

、
或
云
、
黃
帝
受
玄
女
兵
符
、
殺
蚩（
十
四
）尤

。
皆

古
之
神
話
、
宜
學
者
之
謂
爲
不
雅
馴
也
。
夫
蚩
尤
受
金
、
作
兵
、
伐
黃
帝
、
見

前
。
是
地
質
學
家
所
謂
銅
刀
期
矣
。
中
國
秦
漢
以
前
之
兵
、
均
以
銅
、
其
説
見
後
。

而
吾
族
剥
林
木
以
爲
兵
（
十
五
）、

銅
木
之
間
、
利
鈍
殊
焉
。
蚩
尤
勝
而
黃
帝
敗
、
殆
無

疑
義
。
然
而
成
敗
相
反
、
此
何
故
哉
。
案
黃
帝
時
、
吾
族
已
發
明
弓
矢
之
制
。

古
稱
揮
作
弓
、
揮
、
黃
帝
臣（

十
六
）也

。
又
稱
倕倕
之
竹
矢
在
西（
十
七
）房

、
倕倕
亦
黃
帝
臣（
十
八
）也

。

而
其
矢
以
砮
石
爲（

十
九
）之

、
是
弓
矢
均
創
於
黃
帝
、
而
又
無
待
乎
金
。
中
國
形
勢
、

江
南
多
洲
渚
林
藪
、
故
利
在
短
兵
、
而
長
於
用
水
、
河
北
多
平
原
大
陸
、
故
利

在
騎
射
、
而
便
於
野
戰
。
蚩
尤
率
澤
國
之
民
、
徒
歩
短
兵
、
以
與
黃
帝
控
弦
之

士
、
相
角
於
大
野
、
雖
有
銅
頭
、
鐡
額
之（

二
十
）固

、
風
伯
、
雨
師
之
（
二
十
一
）從

、
亦
無
所
用

之
。
此
不
獨
蚩
尤
然
也
、
千
古
以
來
、
凡
居
中
國
之
地
者
、
南
人
之
文
化
、
必

高
於
北
人
、
南
人
之
武
勇
、
必
劣
於
北
人
。
故
南
人
恒
爲
北
人
所
制
、
此
殆
地

形
、
民
族
之
公
例
然
哉
。
蚩
尤
既
死
、
黃
帝
遷
其
類
之
善
者
於
鄒
屠
之
鄕
、
其

不
善
者
、
以
木
械

（
二
十
二
）之

、
而
命
之
曰
（
二
十
三
）民

、
己
之
族
、
則
曰
百
（
二
十
四
）姓

。
民
之
言
冥
、
言

未
見
仁
衟（

二
十
五
）也

。
百
姓
、
言
天
所
生
（
二
十
六
）也

。
故
百
姓
與
民
、
有
親
疎
貴
賤
之
（
二
十
七
）別

、
蓋

戰
勝
之
族
治
戰
敗
之
族
所
必
有
之
例
矣
。

　（
原
注
）

　
　
（
一
） 『
書
』
呂
刑
鄭
注
。「
九
黎
之
君
」。

　
　
（
二
） 『
逸
周
書
』
嘗
麥
解
。「
字
少
昊
」。

　
　
（
三
） 『
越
絶
書
』
計
倪
内
經
。「
主
金
」。

　
　
（
四
） 『
管
子
』
五
行
。「
當
時
」。

　
　
（
五
） 『
越
絶
書
』
計
倪
内
經
。「
佐
少
昊
」。

　
　
（
六
） 『
史
記
』
五
帝
本
紀
。「
神
農
衰
」。

　
　
（
七
） 『
山
海
經
』、
又
『
管
子
』
地
數
篇
。「
作
兵
」。

　
　
（
八
） 『
路
史
』
後
紀
四
。「
號
炎
帝
」。

　
　
（
九
） 『
御
覽
』
七
十
九
引
『
歸
藏
』。「
黃
神
」。

　
　
（
十
） 『
史
記
』
五
帝
本
紀
。「
分
爲
二
」。

　
（
十
一
） 『
路
史
』
後
紀
四
。「
逐
炎
帝
」。

　
（
十
二
） 『
史
記
』
五
帝
本
紀
『
索
隱
』
引
皇
甫
謐
説
。「
應
龍
」。

　
（
十
三
） 『
山
海
經
』。
女
魃
。

　
（
十
四
） 『
黃
帝
本
行
紀
』。
玄
女
。

　
（
十
五
） 『
呂
覽
』
蕩
兵
篇
。
剥
木
以
戰
。

　
（
十
六
） 『
御
覽
』
三
百
四
十
九
引
『
世
本
』。「
揮
作
弓
」。

　
（
十
七
） 『
書
』
顧
命
。「
倕
」。

　
（
十
八
） 『
玉
篇
』 「
倕
」。

　
（
十
九
） 『
書
』
禹
貢
。「
石
砮
」。

　
（
二
十
） 『
史
記
』
五
帝
本
紀
『
正
義
』
引
『
魚
龍
河
圖
』。「
銅
頭
」。

（
二
十
一
） 『
山
海
經
』。
風
伯
。

（
二
十
二
） 『
黃
帝
本
行
紀
』。
木
械
。

（
二
十
三
）『
書
』
呂
刑
鄭
注
。「
民
」。

（
二
十
四
）『
國
語
』。
百
姓
。

（
二
十
五
）『
書
』
呂
刑
鄭
注
。「
冥
也
」。
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井
澤
　
耕
一 

六

（
二
十
六
）『
説
文
』。
天
之
所
生
。

（
二
十
七
）『
書
』
堯
典
。「
民
、
百
姓
」。

〔
現
代
語
訳
〕

　
黄
帝
が
戦
っ
た
炎
帝
は
、
お
そ
ら
く
帝
楡ゆ

罔ぼ
う

で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か

し
蚩
尤
が
炎
帝
で
あ
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り
、
古
書
に
お
い
て
肯
定
・
否
定
の

説
が
多
く
呈
さ
れ
て
い
る
。
今
思
う
に
蚩
尤
の
説
は
、
種
々
の
立
場
か
ら
議
論

が
沸
騰
し
て
い
る
が
、
結
果
的
に
共
通
項
が
そ
こ
に
見
出
さ
れ
、
話
の
筋
道
も

通
っ
て
い
る
。
ま
た
黄
帝
、
蚩
尤
の
戦
い
は
、
吾
が
国
の
民
族
内
紛
争
の
発
端

で
あ
り
、
ま
た
今
日
の
社
会
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
き
っ
か
け
で
も
あ
る
。
先
秦

以
前
の
人
々
は
そ
の
意
味
を
知
っ
て
い
た
た
め
、
涿
鹿
の
戦
い
は
、
様
々
な

人
々
が
こ
れ
を
引
い
て
い
る
。
今
も
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
詳
細
に
論

じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
考
え
る
に
蚩
尤
は
九
黎
の
君
主
で
あ
り

（
一
）

、
若
い

時
に
中

ち
ゅ
う
げ
ん国

で
学
び
、
一
旦
は
炎
帝
に
仕
え
、
少
昊
と
い
う
字
を
い
た
だ
い
た
（
二
）

。

そ
の
後
再
び
黄
帝
に
仕
え
、
金
属
鋳
造
の
担
当
官

（
三
）

、
さ
ら
に
時
を
管
理
す
る
官

を
歴
任
し
た
。「
当
時
」
と
は
司
天
（
天
文
を
司
る
）
官
で
あ
る（

四
）

。
黄
帝
は
深
く
重

用
し
、
少
昊
帝
を
補
佐
す
る
よ
う
に
命
じ
た

（
五
）

。
当
時
、
黎
の
民
は
江
湖
の
は

ず
れ
で
逼
塞
し
て
お
り
、
我
ら
に
よ
っ
て
蔑
視
さ
れ
て
い
た
。
民
の
字
の
意
味

は
後
出
。
蚩
尤
は
長
期
間
外
国
に
滞
在
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
諸
夏
、
九
黎
を

熟
知
し
、
最
終
的
に
そ
れ
ら
の
国
々
と
並
立
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て

い
た
。
さ
ら
に
神
農
の
世
が
衰
え
た
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し

（
六
）

、
時
機
を
逸
し

て
は
な
ら
ぬ
と
思
い
、
密
か
に
金
属
を
鋳
造
し
、
武
器
を
製
造
さ
せ
て
い
た

（
七
）

。

か
く
て
民
を
率
い
て
北
上
し
、
中
国
に
刃
向
か
い
、
ほ
ど
な
く
し
て
帝
楡
罔
を

放
逐
し
て
自
立
し
、
炎
帝
と
号
し
、
ま
た
阪
泉
氏
を
名
乗
っ
た

（
八
）

。
そ
れ
は
ゲ
ル

マ
ン
人
が
帝
位
を
「
カ
イ
ザ
ー
（K

aiser

）」
と
称
し
た
の
に
似
て
い
る
。
古

え
に
お
い
て
黄
神
と
炎
神
と
称
さ
れ
た
者
た
ち
が
、
涿
鹿
の
野
で
戦
っ
た
が

（
九
）

、

黄
帝
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
の
が
、
楡
罔
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
蚩
尤
だ
っ

た
の
か
は
、
疑
問
が
残
る
が
、『
史
記
』
に
従
っ
て
、
別
の
事
と
す
べ
き
で
あ

る（
十
）

。
思
う
に
古
史
は
た
だ
蚩
尤
が
帝
楡
罔
を
放
逐
し
た
と
言
及
す
る
の
み
で
、

蚩
尤
が
帝
楡
罔
を
殺
し
た
と
は
述
べ
て
い
な（

十
一
）い

。
お
そ
ら
く
当
時
楡
罔
は
蚩

尤
、
黄
帝
の
間
に
都
を
置
い
て
い
た
が
、
先
に
蚩
尤
に
放
逐
さ
れ
、
そ
の
後
黄

帝
に
殺
害
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
蚩
尤
が
率
い
た
九
黎
の
民
は
、
ま
ず
江
南
に

い
た
が
、（
蚩
尤
が
）
楡
罔
に
戦
勝
し
、
自
ら
を
炎
帝
と
号
し
た
時
に
は
、
す

で
に
河
北
を
越
え
、
進
軍
し
て
さ
ら
に
西
に
進
ん
で
い
た
。
つ
ま
り
（
九
黎
の

民
は
、
蚩
尤
が
）
黄
帝
と
阪
泉
、
涿
鹿
の
野
で
遭
遇
し
た
時
に
は
、
す
で
に
中

国
の
か
な
り
西
北
の
地
ま
で
到
達
し
て
い
た
。
つ
ま
り
当
時
の
神

ち
ゅ
う
ご
く州

大
陸
は
、

蚩
尤
の
本
拠
地
と
な
っ
て
お
り
、
も
し
涿
鹿
の
戦
い
で
、
黄
帝
が
再
び
一
敗
地

に
塗
れ
れ
ば
、
吾
が
民
族
は
包
犧
、
神
農
以
来
の
殖
民
地
を
喪
失
し
て
、
パ

ミ
ー
ル
高
原
に
還
る
こ
と
に
な
り
、
五
千
年
間
の
東
洋
の
歴
史
も
全
く
違
っ
た

も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
だ
ろ
う
。
ゆ
え
に
涿
鹿
の
戦
い
は
、
誠
に
諸
夏
に
と
っ

て
重
要
事
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
古
の
人
々
が
こ
の
戦
に
つ
い
て
述
べ
る

場
合
、
人
に
よ
っ
て
記
述
が
相
違
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
百
家
、
黄
帝
を
言

う
者
、
雅
馴
な
ら
ず
」
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
黄
帝
が
応
龍
を
使
っ
て
蚩
尤
を

殺
害
し（

十
二
）た

と
い
う
説
も
あ
れ
ば
、
黄
帝
が
魃ば
つ

を
使
っ
て
蚩
尤
を
殺
し
た
と
も
伝

え
ら
れ
て
お（

十
三
）り

、
さ
ら
に
は
黄
帝
が
玄
女
か
ら
兵わ
り

符ふ

を
与
え
ら
れ
、
蚩
尤
を
殺

し
た
と
も
い
わ
れ
て
い（

十
四
）る

。
以
上
は
全
て
古
代
の
神
話
で
あ
り
、
司
馬
遷
が

五
帝
本
紀
賛
に
お
い
て
「
洗
練
さ
れ
て
い
な
い
」
と
指
摘
す
る
の
は
も
っ
と

も
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
蚩
尤
は
金
属
製
の
武
器
を
手
に
し
て
戦
い
、
黄
帝
を

伐
っ
た
。
前
述
の
記
事
を
参
照
。
そ
れ
は
地
質
学
者
の
言
う
青
銅
器
時
代
に
当

た
る
。
中
国
の
先
秦
の
武
器
が
み
な
銅
製
で
あ
っ
た
こ
と
は
後
述
。
し
か
し
吾
が
民

族
は
木
材
を
使
っ
て
武
器
を
作
っ
て
い
た
た
め
に

（
十
五
）、

蚩
尤
軍
と
の
間
の
軍
備
の

差
は
歴
然
と
し
て
お
り
、
蚩
尤
が
勝
利
し
黄
帝
が
敗
れ
た
の
は
、
ほ
ぼ
疑
問
の

余
地
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
勝
敗
が
逆
転
し
た
の
は
い
っ
た
い
な
ぜ
な
の
だ
ろ

う
か
。
思
う
に
黄
帝
の
時
代
、
吾
が
民
族
は
弓
矢
の
制
を
す
で
に
発
明
し
て
い
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夏
曽
佑
『
最
新
中
学
教
科
書
　
中
国
歴
史
』
訳
注
（
四
） 

七

た
。
古
え
に
お
い
て
揮き

が
弓
を
発
明
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
揮
は
黄
帝
の

臣
下
で
あ
っ（

十
六
）た

。
さ
ら
に
す
い倕倕

の
竹
矢
が
宮
殿
の
西に
し

房べ
や

に
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る（

十
七
）が

、
倕倕
も
黄
帝
の
臣
下
で
あ
っ
た
（
十
八
）

。 

そ
し
て
矢
は
矢
じ
り
と
し
て
使
え

る
石
で
作
ら
れ
た（

十
九
）が

、
つ
ま
り
弓
矢
は
共
に
黄
帝
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
た
が
、

金
属
製
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
中
国
の
地
勢
に
つ
い
て
、
江
南
は
大
部
分

が
州
の
水
ぎ
わ
や
林
、
薮
で
あ
り
、
刀
剣
や
手
槍
に
よ
る
接
近
戦
が
有
利
で
、

水
上
戦
に
長
け
て
い
た
。
反
対
に
河
北
は
平
原
が
多
く
、
騎
射
戦
が
有
利
で
、

野
戦
を
す
る
の
に
適
し
て
い
た
。
蚩
尤
は
沢
が
多
い
地
域
の
民
を
率
い
て
、
歩

兵
、
刀
剣
を
主
と
し
て
、
弓
矢
を
携
え
た
兵
士
を
主
と
す
る
黄
帝
軍
と
、
大
野

で
相
い
ま
み
え
た
。（
蚩
尤
軍
は
）
銅
や
鉄
で
で
き
た
頭
部
を
も（

二
十
）ち

、
風
伯
、

雨
師
な
ど
を
従
わ
せ
て
い
た

（
二
十
一
）が

、
結
局
有
効
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
蚩
尤
の

み
な
ら
ず
、
千
古
以
来
、
中
国
の
地
に
お
い
て
、
南
方
人
の
文
化
は
北
方
人
に

勝
っ
て
い
た
が
、
逆
に
武
力
で
は
北
人
に
劣
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
南
方
人
は

常
に
北
方
人
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
吾
が
国
の
地
理
、
民
族
を

考
察
す
る
際
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
蚩
尤
が
死
ぬ
と
、
黄
帝
は
服
従
し
た
者

を
鄒す

う

屠と

郷
に
移
し
、
服
従
し
な
か
っ
た
者
を
木
械
の
刑
に
処
（
二
十
二
）し

、「
民
」
と
名

付
（
二
十
三
）け

、
反
対
に
自
分
の
民
族
に
つ
い
て
は
「
百
姓
」
と
名
付
け
（
二
十
四
）た

。
民
は

冥

く
ら
や
み

を
意
味
し
、
仁
の
道
を
知
ら
な
い
者
を
言
（
二
十
五
）い

。
百
姓
は
天
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ

れ
た
者
を
言

（
二
十
六
）う

。
よ
っ
て
百
姓
と
民
の
間
に
は
、
親
疏
貴
賤
の
区
別
が
あ
（
二
十
七
）り

、

戦
勝
の
民
が
敗
戦
の
民
を
支
配
す
る
際
に
必
ず
起
こ
り
え
る
事
例
だ
と
思
わ
れ

る
。

　（
原
注
）

　
　
（
一
） 『
尚
書
』
呂
刑
篇
鄭
玄
注
に
は
「
九
黎
の
君
、
号
し
て
蚩
尢
と
曰
う
」
と
あ
る
。

　
　
（
二
） 『
逸
周
書
』
嘗
麦
解
篇
に
は
「
字
少
昊
」
と
あ
る）

1
（

。

　
　
（
三
） 『
越
絶
書
』
計
倪
内
経
篇
に
は
「（
少
昊
西
方
を
治
め
、
蚩
尤
之
を
佐
け
、）
金
を

主
ら
し
む
」
と
あ
る
。

　
　
（
四
） 『
管
子
』
五
行
篇
に
は
「
蚩
尢
は
天
道
に
明
ら
か
な
る
が
故
に
當
（
掌
の
意
）
時

た
ら
し
む
」
と
あ
る
。

　
　
（
五
） 『
越
絶
書
』
計
倪
内
経
篇
に
は
「（
少
昊
西
方
を
治
め
、）
蚩
尤
之
を
佐
く
」
と
あ

る
。

　
　
（
六
） 『
史
記
』
五
帝
本
紀
に
は
「（
軒
轅
の
時
、）
神
農
（
氏
）
の
世
衰
う
」
と
あ
る
。

　
　
（
七
） 『
山
海
経
』
大
荒
北
経
に
は
「
蚩
尤
兵
を
作
し
て
黄
帝
を
伐
つ
」
と
あ
る
が
、（
原

注
で
説
く
）『
管
子
』
地
数
篇
に
は
「
作
兵
」
の
語
（
は
見
え
な
い
）。

　
　
（
八
） 『
路
史
』
後
紀
四
に
は
「（
蚩
尤
、
榆
罔
）
帝
を
逐
い
て
涿
鹿
に
居
し
、
封
禅
を

興
し
て
、
炎
帝
と
号
す
」
と
あ
る
。

　
　
（
九
） 『
太
平
御
覧
』
巻
七
十
九
所
引
『
帰
蔵
』
に
は
「
昔
、
黄
神
、
炎
神
と
𣵠
鹿
の
野

に
争
闘
す
」
と
あ
る
。

　
　
（
十
） 『
史
記
』
五
帝
本
紀
は
「
炎
帝
を
名
乗
っ
た
の
が
歴
史
上
二
人
い
た
」
と
述
べ
、

（
黄
帝
と
矛
を
交
え
た
の
は
蚩
尤
で
あ
っ
て
、
楡
罔
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
い

る
）。

　
（
十
一
） 『
路
史
』
後
紀
四
に
は
「
帝
を
逐
う
」
と
あ
る）

2
（

。

　
（
十
二
） 『
史
記
索
隠
』
五
帝
本
紀
所
引
の
皇
甫
謐
説
で
は
「（
黃
帝
）
応
龍
を
し
て
蚩
尤

を
凶
黎
の
谷
に
殺
さ
し
む
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
十
三
） 『
山
海
経
』
大
荒
北
経
に
は
「
黃
帝
乃
ち
天
女
の
魃ば

つ

と
曰
う
を
下
す
、
雨
止
み
、

遂
に
蚩
尤
を
殺
す
」
と
あ
る
。

　
（
十
四
） 『（
広
）
黄
帝
本
行
紀
』
に
は
「（
黄
帝
）
復
た
九
転
の
訣
を
玄
女
よ
り
受
く
」
と

あ
る
。

　
（
十
五
） 『
呂
氏
春
秋
』
孟
秋
紀
・
蕩
兵
篇
に
は
「（
未
だ
蚩
尤
有
ら
ざ
る
の
時
、
民
は
固も

と
）
林
木
を
剝け

ず

り
て
以
て
戦
え
り
」
と
あ
る
。

　
（
十
六
） 『
太
平
御
覧
』
巻
三
百
四
十
九
所
引
『
世
本
』
に
は
「
揮
、
弓
を
作
る
」、（
宋
衷

注
に
は
「
揮
は
黃
帝
の
臣
な
り
」
と
あ
る
）。

　
（
十
七
） 『
尚
書
』
顧
命
篇
に
は
「
垂
（
教
科
書
原
文
で
は
倕
に
作
る
）
の
竹
矢
は
東
房
に

在
り
」
と
あ
る）

3
（

。

　
（
十
八
） 『
玉
篇
』
人
部
に
は
「
倕
、
黄
帝
の
時
の
巧
人
（
名
匠
の
意
）
の
名
な
り
」
と
あ

る
。

　
（
十
九
） 『
尚
書
』
禹
貢
篇
に
は
「
厥そ

（
荊
州
）
の
貢
は
（
中
略
）
礪
、
砥
、
砮
、
丹
な
り
」

と
あ
り
、（
さ
ら
に
『
尚
書
』
正
義
所
引
の
後
漢
・
賈
逵
注
に
は
「
砮
は
矢や

鏃じ
り

の

石
な
り
」
と
あ
る
）。

　
（
二
十
） 『
史
記
正
義
』
五
帝
本
紀
所
引
『
魚
龍
河
図
』
に
は
「（
黃
帝
政
を
摂
る
に
、
蚩

尤
の
兄
弟
八
十
一
人
有
り
、
並
び
に
獣
身
人
語
、）
銅
頭
、（
鉄
額
に
し
て
沙
石

子
を
食
ら
え
り
）」
と
あ
る
。
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井
澤
　
耕
一 

八

（
二
十
一
） 『
山
海
経
』
大
荒
北
経
に
は
「（
蚩
尤
は
）
風
伯
、（
雨
師
に
請
い
、
大
風
雨
を
縦は

な

つ
も
、
黃
帝
乃
ち
天
女
の
魃
と
曰
う
を
下
す
。
雨
止
む
）」
と
あ
る
。

（
二
十
二
） （
原
注
で
説
く
）『
黄
帝
本
行
紀
』
に
は
「
木
械
」
の
語
（
は
見
え
な
い
）。

（
二
十
三
） 『
尚
書
』
呂
刑
篇
鄭
玄
注
に
は
「
民
（
と
は
冥
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
未
だ
仁
道

を
見
ざ
る
な
り
）」
と
あ
る）

4
（

。

（
二
十
四
） 『
国
語
』
斉
語
に
は
管
子
の
言
と
し
て
「
百
姓
（
を
敬
え
ば
、
国
は
既
に
安
ん
ぜ

り
）」
が
見
え
る
。

（
二
十
五
） 『
尚
書
』
呂
刑
篇
鄭
玄
注
に
は
「
民
と
は

冥

ぼ
ん
や
り
し
た
も
のな
り
」
と
あ
る
。

（
二
十
六
） （
原
注
で
説
く
）『
説
文
解
字
』
に
は
「
天
之
所
生
」（
の
文
は
見
え
な
い
。
お
そ

ら
く
『
白
虎
通
』
誅
伐
篇
の
誤
り
か
）。

（
二
十
七
） 『
尚
書
』
堯
典
に
は
「
百
姓
は
（
昭
明
に
し
て
。
万
邦
を
協
和
す
。
黎

も
ろ
も
ろの

）
民

（
於あ
あ

変
わ
り
、
時こ

れ
雍や

わ
らぐ
）」
と
あ
る）

5
（

。

〔
注
釈
〕

（
1
） 『
逸
周
書
』
嘗
麦
解
篇
の
文
は
、
正
し
く
は
「
命
蚩
尤
宇
于
少
昊
」、
す
な
わ
ち
「
蚩

尤
に
少
昊
の
補
佐
を
す
る
よ
う
に
命
じ
た
」
と
い
う
意
。

（
2
） 

夏
曽
佑
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
路
史
』
は
蚩
尤
が
榆
罔
帝
を
放
逐
し
て
、
封
禅
の
儀

を
行
い
、
自
ら
を
炎
帝
と
号
し
た
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
蚩
尤
が
榆
罔
帝
を
殺
害

し
た
と
は
記
し
て
い
な
い
。

（
3
） 

夏
曽
佑
は
「
倕
の
竹
矢
は
西0

房
に
在
り
」
と
記
し
て
い
る
が
こ
れ
は
誤
り
。

（
4
） 

こ
の
鄭
玄
注
は
『
礼
記
正
義
』
緇
衣
篇
の
疏
中
に
見
え
る
。

（
5
） 『
尚
書
』
中
の
「
百
姓
」
は
姓
を
も
っ
た
百
官
、
そ
れ
に
対
し
て
「
民
」
は
教
化
の
対

象
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
も
百
姓
と
民
間
に
は
社
会
的
格
差
が
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で

き
よ
う
。

第
十
四
節

　
黃
帝
之
政
教

　
黃
帝
既
滅
炎
帝
、
殺
蚩
尤
、
天
下
歸
於
一
、
乃
齋
祓
七
日
、
遊
河
洛
之
間
。

至
翠
潙
之
淵
、
有
大
魚
、
泝
流
而
至
、
左
右
莫
見
、
黃
帝
跪
而
迎
之
、
舒
視
之
、

名
曰
「
籙
圖
」。
今
日
中
國
所
有
之
文
化
、
尚
皆
黃
帝
所
發
明
也
、
列
之
如
左
。

一
、
天
文

　
黃
帝
使
羲
和
占
日
、
常
儀
占
月
、
臾
區
占
星
氣
、
伶
倫
造
律
呂
、
隸
首
作
算

數
、
容
成
綜
此
六
術
而
作
曆（

二
）

。
推
分
星
次
、
以
定
律
度
。
自
斗
十
一
度
、
至
婺

女
七
度
、
名
曰
星
紀
之
次
、
今
吳
越
分
野
。
自
婺
女
八
度
、
至
危
十
六
度
、
曰

玄
枵
之
次
、
今
齊
分
野
。
自
危
十
七
度
、
至
奎
四
度
、
曰
豕
韋
之
次
、
今
衞
分

野
。
自
奎
五
度
、
至
胃
六
度
、
曰
降
婁
之
次
、
今
魯
分
野
。
自
胃
七
度
、
至
畢

十
一
度
、
曰
大
梁
之
次
、
今
趙
分
野
。
自
畢
十
二
度
、
至
東
井
十
五
度
、
曰
實

沈
之
次
、
今
晉
魏
分
野
。
自
井
十
六
度
、
至
柳
八
度
、
曰
鶉
首
之
次
、
今
秦
分

野
。
自
柳
九
度
、
至
張
十
七
度
、
曰
鶉
火
之
次
、
今
周
分
野
。
自
張
十
八
度
、

至
軫
十
一
度
、
曰
鶉
尾
之
次
、
今
楚
分
野
。
自
軫
十
二
度
、
至
氐
四
度
、
曰
壽

星
之
次
、
今
韓
分
野
。
自
氐
五
度
、
至
尾
九
度
、
曰
大
火
之
次
、
今
宋
分
野
。

自
尾
十
度
、
至
斗
十
度
、
百
三
十
五
分
而
終
、
曰
析
木
之
次
、
今
燕
分
野
。
凡

天
有
十
二
次
、
日
月
之
所
𨇠𨇠
也
。
地
有
十
二
分
、
王
侯
之
所
國
也
（
三
）

。

二
、
井
田

　
昔
者
、
黃
帝
始
經
土
設
井
、
以
塞
諍
端
、
立
步
制
畝
、
以
防
不
足
。
使
八
家

為
井
、
井
開
四
道
、
而
分
八
宅
、
鑿
井
於
中
、
一
則
不
洩
地
氣
、
二
則
無
費
一

家
、
三
則
同
風
俗
、
四
則
齊
巧
拙
、
五
則
通
財
貨
、
六
則
存
亡
更
守
、
七
則
出

入
相
司
、
八
則
嫁
娶
相
媒
、
九
則
有
無
相
貸
、
十
則
疾
病
相
救
。
是
以
性
情
可

得
而
親
、
生
產
可
得
而
均
、
欺
陵
之
路
塞
、
鬭
訟
之
心
弭
。
既
牧
之
於
邑
、
故

井
一
爲
鄰
、
鄰
三
爲
朋
、
朋
三
爲
里
、
里
五
爲
邑
、
邑
十
爲
都
、
都
十
爲
師
、

師
十
爲
州
。
夫
始
分
之
於
井
則
地
著
、
計
之
於
州
則
數
詳
。
迄
乎
夏
殷
、
不
易

其
制

（
四
）

。

三
、
文
字

　
黃
帝
之
史
蒼
頡
、
見
鳥
獸
蹏
迒迒
之
跡
、
知
分
理
之
可
以
別
異
也
、
初
造
書

契
。
蒼
頡
之
初
作
書
、
蓋
依
類
象
形
、
故
謂
之
文
、
其
後
形
聲
相
益
、
卽
謂
之

字
。
文
者
、
物
象
之
本
、
字
者
、
言
孶
乳
而
浸
多
也
。
箸
於
竹
帛
之
謂
書
。
書

者
、
如
也

（
五
）

。
或
云
蒼
頡
、
古
之
王
者
、
在
包
犧
前
。
又
云
在
炎
帝
世
。
又
云
在
神
農
、

黃
帝
之
間
。
然
當
以
黃
帝
史
官
爲
信
。
又
黃
帝
史
官
尚
有
沮
誦
。

四
、
衣
裳

265



夏
曽
佑
『
最
新
中
学
教
科
書
　
中
国
歴
史
』
訳
注
（
四
） 

九

　
黃
帝
、
堯
、
舜
、
垂
衣
裳
而
天
下
治
（
六
）

。
黃
帝
作
冕
、
垂
旒
、
目
不
邪
視
也
。

充
纊
、
耳
不
聽
讒
言
也

（
七
）

。
黃
帝
始
蠶
故
也
。

五
、
歲
名

　
容
成
作
曆
、
大
撓
作
甲
子
、
二
人
皆
黃
帝
之
臣
。
蓋
自
黃
帝
以
来
、
始
用
甲

子
紀
日
、
每
六
十
日
、
甲
子
一
周

（
八
）

。

六
、
律
呂

　
昔
黃
帝
令
伶
倫
作
爲
律
、
伶
倫
自
大
夏
之
西
、
乃
之
阬
隃
之
陰
、
取
竹
於
嶰

谿
之
谷
、
以
生
空
竅
厚
鈞
者
、
斷
兩
節
間
、
其
長
三
寸
九
分
、
而
吹
之
、
以
爲

黃
鐘
之
宮
。
製
十
二
筒
、
以
之
阬
隃
之
下
、
聽
鳳
凰
之
嗚
、
以
别
十
二
律
。
其

雄
嗚
爲
六
、
雌
鳴
亦
六
、
以
比
黃
鐘
之
宫宫
。
㊜
合
黃
鐘
之
宮
、
皆
可
以
生
之
。

故
曰
黃
鐘
之
宮
、
律
呂
之
本

（
九
）

。
案
律
有
十
二
、
陽
六
爲
律
、
陰
六
爲
呂
。
律
以
統
氣

類
物
、
一
曰
黃
鐘
、
二
曰
太
簇
、
三
曰
姑
洗
、
四
曰
蕤
賓
、
五
曰
夷
則
、
六
曰
亡
射
。

呂
以
旅
陽
宣
氣
、
一
曰
林
鐘
、
二
曰
南
呂
、
三
曰
應
鐘
、
四
曰
大
呂
、
五
曰
夾
鐘
、
六

曰
中
呂
。
此
乃
專
門
之
學
、
欲
知
其
詳
、
當
通
『
漢
書
』
律
曆
志
。
又
近
人
言
、
西
人

以
形
色
顯
成
音
之
理
、
其
數
與
律
書
合
。
此
爲
新
説
、
附
記
於
此
、
以
見
中
國
古
術
之

非
誣
也
。

七
、
壬
禽

　
黃
帝
將
上
天
、
次
召
其
三
子
、
而
告
之
曰
、「
吾
昔
受
此
『
龍
首
經
』
於
玄

女
、
今
以
告
汝
」。
其
術
以
天
一
居
中
、
而
以
大
吉
、神
后
、
登
明
、
河
魁
所
遊
、

以
占
吉
凶
、
是
謂
六
壬

（
十
）

。
原
注
、
言
日
辰
陰
陽
、
及
所
坐
所
養
之
御
、
三
陰
、
三
陽
、

故
曰
六
壬
也
。

八
、
神
僊

　
華
山
、
首
山
、
太
室
、
泰
山
、
東
萊
、
此
五
山
、
黃
帝
之
所
常
遊
、
與
神
會
。

黃
帝
且
戰
且
學
僊
、
百
餘
歲
、
然
後
得
與
神
通
。
採
首
山
銅
、
鑄
鼎
於
荆
山
下
、

鼎
既
成
、
有
龍
垂
胡
髯
、
下
迎
黃
帝
、
黃
帝
上
騎
、
羣
臣
後
宫宫
、
從
者
七
十
餘

人
、
龍
乃
上（

十
一
）去

。
古
房
中
家
亦
始
於
容
成
、
今
家
法
亡
、
故
不
列
此
。

九
、
醫
經

　
黃
帝
問
於
岐
伯
、
作
『
素
問
』
八
十
一
篇
、『
靈
樞
』
八
十
一（
十
二
）篇

。
案
神
農

所
創
之
醫
、
爲
醫
之
經
驗
、
黃
帝
所
創
之
醫
、
爲
醫
之
原
理
、
進
化
之
級
應
如
是
也
。

　
右
中
國
文
化
作
於
黃
帝
者
九
、
皆
取
漢
以
前
之
説
、
最
雅
馴
者
。

　
前
所
擧
九
條
、
試
讀
古
人
之
典
籍
、
游
今
日
之
社
會
、
有
能
出
於
此
九
事
以

外
者
乎
。
則
中
國
文
化
、
自
黃
帝
開
之
、
可
無
疑
義
矣
。
然
此
猶
其
小
節
云
爾
、

若
論
其
宏
綱
鉅
旨
、
則
莫
如
百
姓
與
民
之
辨
。
蓋
凡
優
種
人
、
戰
勝
劣
種
人
、

而
占
其
地
、
奴
其
人
、
欲
其
彼
此
相
安
、
視
爲
定
命
、
則
必
創
一
宗
教
、
謂
吾

與
若
、
所
生
不
同
、
本
非
同
類
、
原
無
平
等
之
義
。
如
是
則
一
切
人
權
、
所
享

大
殊
、
不
啻
皆
天
之
所
命
、
而
無
可
質
矣
。
故
亞
利
安
種
據
印
度
、
必
造
婆
羅

門
人
、
從
大
梵
頂
生
、
刹
帝
利
人
、
從
大
梵
臂
生
、
吠
奢
人
、
從
大
梵
股
生
、

戍
陀
人
、
從
大
梵
足
生
之
説
。
百
姓
與
民
之
義
、
亦
正
如
此
。
姓
爲
古
之
神
聖
、

感
天
而（

十
三
）生

。
如
華
胥
履
跡
、
生
皇
犧
、
任
姒
感
龍
、
生
帝
魁
、
附
寶
出
、
降
大

電
、
生
帝
軒
。
此
擧
前
課
曾
講
者
以
起
例
、
其
後
凡
一
姓
受
命
、
必
有
感
生
帝
、
可
以

類
推
。
而
華
胥
所
履
、
爲
靈
威
仰
之（
十
四
）跡

、
準
此
以
推
、
伏
羲
以
木
王
、
故
華
胥

所
感
、
爲
靈
威
仰
。
然
則
神
農
以
火
王
、
任
姒
所
感
、
必
赤
熛
怒
。
黃
帝
以
土

王
、
附
寶
所
感
、
必
含
樞
紐
。
少
昊
以
金
王
、
女
節
所
感
、
必
白
招
拒
。
顓
頊

以
水
王
、
女
樞
所
感
、
必
汁
光
紀
。
帝
王
皆
上
帝
之
子
、
故
明
堂
大
祭
、
祭
其

祖
之
所
自
出
、
而
以
其
祖
配
之（

十
五
）也

。
百
姓
者
、
王
公
之
子（
十
六
）孫

、
亦
卽
天
之
子
孫

矣
。
百
姓
之
義
如
此
。
至
於
民
者
冥
也
、
言
未
見
人
衟
、
因
彼
族
三
生
凶
惡
、

故
著
其
事
、
而
謂
之（

十
七
）民

。
故
民
字
、
專
爲
九
黎
、
有
苗
而
設
。
如
推
其
種
所
從

出
、
則
羌
、
羊
種
也
、
蠻
、
蛇
種
也
、
閩
、
亦
蛇
種
也
、
貉
、
豸
種
也
、
謂
長

脊
獸
之
種
也
。
貉
之
言
貉
、
貉
、
惡
也
、
狄
、
犬
種
也
、
狄
之
爲
言
淫
辟（
十
八
）也

。

其
言
異
族
之
從
出
如
此
。
百
姓
與
民
、
既
有
天
神
與
蟲
豸
之
別
、
故
所
享
利

權
、
因
之
大
異
、
其
綱
要
爲
禮
不
下
庶
人
、
刑
不
上
大（

十
九
）夫

。
案
『
禮
經
』
所
傳

者
、
莫
完
整
於
『
儀
禮
』
十
七
篇
、
皆
爲
士
禮
、
禮
皆
行
於
廟
、
庶
人
無
廟
、

庶
人
卽
民
。
故
無
禮
也
。
而
『
書
』
呂
刑
、
述
民
與
刑
之
源
流
、
最
爲
詳
盡
、

其
對
民
之
處
、
皆
稱
皇
帝
、
與
對
本
族
稱
帝
有
別
。
蓋
所
謂
墨
、
劓
、
剕
、
宮
、
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井
澤
　
耕
一 

一
〇

大
辟
諸
刑
、
本
黎
民
苗
民
之
法
、
卽
以
其
人
之
法
、
還
治
其
人
之
身
。
今
歐
人

之
馭
殖
民
地
之
土
人
、
莫
不
然
也
。
中
國
古
人
、
設
此
分
人
等
級
之
法
、
原
爲

黃
帝
與
蚩
尤
戰
後
、
不
得
已
之
故
。
及
後
則
種
族
淆
而
禮
俗
存
、
至
今
乃
爲
社

會
之
大
礙
矣
。

（
原
注
）

　
（
一
） 『
御
覽
』
七
十
九
引
『
河
圖
挺
左
輔
』。「
河
圖
」。

　
（
二
） 『
史
記
』
曆
書
索
隱
。「
容
成
」。

　
（
三
） 『
後
漢
書
』
郡
國
志
注
。「
分
野
」。

　
（
四
） 『
通
典
』
食
貨
。「
井
田
」。

　
（
五
） 『
説
文
』。「
造
字
」。

　
（
六
） 『
易
』
繋
辭
下
。「
垂
衣
」。

　
（
七
） 『
通
典
』
嘉
禮
引
『
世
本
』。「
作
冕
」。

　
（
八
） 『
後
漢
書
』
律
曆
志
注
。「
甲
子
」。

　
（
九
） 『
呂
覽
』
古
樂
篇
。「
律
呂
」。

　
（
十
） 『
黃
帝
龍
首
經
』。
六
壬
。
案
其
詳
見
『
漢
書
』
翼
奉
傳
。

（
十
一
） 『
史
記
』
封
禪
書
。「
神
仙
」。

（
十
二
） 『
靈
樞
』『
素
問
』。「
醫
」

（
十
三
） 『
説
文
』。「
天
之
所
生
」。

（
十
四
） 『
御
覽
』
七
十
八
引
『
孝
經
鉤
命
訣
』
宋
均
注
。「
靈
威
仰
」。

（
十
五
） 『
禮
記
』
祭
法
篇
鄭
注
。「
大
禘
」。

（
十
六
） 『
國
語
』。「
百
姓
」。

（
十
七
） 『
書
』
呂
刑
鄭
注
。「
民
」。

（
十
八
） 『
説
文
』。
羊
蟲
種
。

（
十
九
） 『
禮
記
』
曲
禮
篇
。「
庶
人
、
大
夫
」。

〔
現
代
語
訳
〕

　
黄
帝
が
炎
帝
を
滅
ぼ
し
、
蚩
尤
を
殺
害
し
た
後
、
天
下
は
統
一
さ
れ
た
。
黄

帝
は
七
日
間
斎

も
の
い
みし

た
後
、
黄
河
、
洛
水
周
辺
を
巡
幸
し
た
。
翠す
い

潙い

の
淵
に
お

い
て
、
大
魚
が
流
れ
に
逆
ら
っ
て
上
っ
て
く
る
の
が
見
え
た
が
、
側
近
た
ち
に

は
見
え
な
か
っ
た
。
黄
帝
は
跪

ひ
ざ
ま
ずい

て
そ
れ
を
迎
え
、
お
も
む
ろ
に
そ
れ
を
見

て
、「
籙
図

ろ
く

」
と
名
付
け
た
。
今
日
中
国
が
有
す
る
文
化
に
は
黄
帝
に
よ
っ
て

創
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。
列
挙
し
て
み
る
と
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
天
文

　
黄
帝
は
羲ぎ

か和
に
太
陽
占
い
を
、
常
儀
に
月
占
い
を
、（
鬼
）
臾ゆ

く区
に
星
気
占

い
を
行
う
よ
う
命
じ
、
ま
た
伶れ

い
り
ん倫

に
は
律
呂
を
、
隸れ
い

首
に
は
算
数
を
制
定
さ

せ
、
容
成
は
以
上
の
六
術
を
総
合
し
て
調
暦
を
作
成
し
た

（
二
）

。
星せ
い

宿ざ

の
位
置
と
順

序
を
分
け
て
、
律
と
度
を
定
め
た
。
斗
宿
の
十
一
度
か
ら
婺ぶ

女
宿
の
七
度
ま
で

を
星
紀
の
次

ば
し
ょ

と
名
付
け
、
そ
れ
は
今
の
呉
越
（
現
江
蘇
省
お
よ
び
浙
江
省
）
の

分
野
に
当
た
る
。
婺
女
宿
の
八
度
か
ら
危
宿
の
十
六
度
ま
で
を
玄

げ
ん
き
ょ
う枵

の
次
と
名

付
け
、
今
の
斉
（
現
山
東
半
島
）
の
分
野
に
当
た
る
。
危
宿
の
十
七
度
か
ら
奎け

い

宿
の
四
度
ま
で
を
豕い

し韋
の
次
と
名
付
け
、
今
の
衛
（
現
河
南
省
北
部
）
の
分
野

に
当
た
る
。
奎
宿
の
五
度
か
ら
胃
宿
の
六
度
ま
で
を
降こ

う
ろ
う婁

の
次
と
名
付
け
、
今

の
魯
（
現
山
東
省
西
部
）
の
分
野
に
当
た
る
。
胃
宿
の
七
度
か
ら
畢ひ

つ

宿
の
十
一

度
ま
で
を
大
梁
の
次
と
名
付
け
、
今
の
趙
（
現
山
西
省
北
部
、
河
北
省
南
東

部
）
の
分
野
に
当
た
る
。
畢
宿
の
十
二
度
か
ら
東と

う
せ
い井

宿
の
十
五
度
ま
で
を
実じ
つ
ち
ん沈

の
次
と
名
付
け
、
今
の
晋
魏
（
現
山
西
省
お
よ
び
河
南
省
北
部
）
の
分
野
に
当

た
る
。（
東
）
井
宿
の
十
六
度
か
ら
柳
宿
八
度
ま
で
を
鶉

じ
ゅ
ん
し
ゅ首

の
次
と
名
付
け
、

今
の
秦
（
現
甘
粛
省
）
の
分
野
に
当
た
る
。
柳
宿
の
九
度
か
ら
張
宿
の
十
七
度

ま
で
を
鶉じ

ゅ
ん
か火

の
次
と
名
付
け
、
今
の
周
（
現
陝
西
省
）
の
分
野
に
当
た
る
。
張

宿
の
十
八
度
か
ら
軫し

ん

宿
十
一
度
ま
で
を
鶉じ
ゅ
ん
び尾

の
次
と
名
付
け
、
今
の
楚
（
現
湖

北
省
お
よ
び
湖
南
省
）
の
分
野
に
当
た
る
。
軫
宿
十
二
度
か
ら
氐て

い

宿
四
度
ま
で

を
寿
星
の
次
と
名
付
け
、
今
の
韓
（
現
山
西
省
南
東
部
か
ら
河
南
省
中
部
ま
で

を
含
む
）
の
分
野
に
当
た
る
。
氐
宿
の
五
の
度
か
ら
尾
宿
九
度
ま
で
を
大
火
の

次
と
名
付
け
、
今
の
宋
（
現
河
南
省
の
南
東
部
）
の
分
野
に
当
た
る
。
尾
宿
の

十
度
か
ら
斗
宿
の
十
度
ま
で
、
百
三
十
五
分
に
至
っ
て
終
わ
る
ま
で
を
、
析
木

の
次
と
名
付
け
、
今
の
燕
（
現
北
京
市
）
の
分
野
に
当
た
る
。
そ
も
そ
も
天
に

は
十
二
次
が
あ
っ
て
、
太
陽
と
月
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ
れ
、
地
に
も
十
二
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夏
曽
佑
『
最
新
中
学
教
科
書
　
中
国
歴
史
』
訳
注
（
四
） 

一
一

分
が
あ
っ
て
、
王
侯
の
国
が
各
々
配
置
さ
れ
て
い
る
（
三
）

。

二
、
井
田
制

　
昔
、
黄
帝
が
最
初
に
土
地
を
管
理
し
て
井
田
制
を
定
め
、
民
が
土
地
を
め

ぐ
っ
て
争
う
こ
と
を
防
い
だ
。
ま
た
百
步
一
畝
制
を
布
い
て
、
土
地
が
足
り
な

く
な
る
こ
と
を
防
止
し
た
。
八
家
を
一
井
と
し
、
井
ご
と
に
四
本
の
道
を
造

り
、
土
地
を
八
宅
に
分
け
、
中
央
の
土
地
に
は
井
戸
を
掘
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
制
度
を
定
め
た
の
は
、
一
、
地
の
気
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
、
二
、
一

戸
に
負
担
が
集
中
し
な
い
よ
う
に
す
る
、
三
、
地
域
の
風
俗
を
同
一
に
す
る
、

四
、
耕
作
の
質
を
一
定
に
す
る
、
五
、
地
域
に
お
い
て
財
貨
を
通
用
さ
せ
る
、

六
、
家
戸
が
途
絶
え
な
い
よ
う
に
保
守
す
る
、
七
、
居
住
者
の
出
入
り
を
監
視

す
る
、
八
、
婚
姻
の
仲
立
ち
を
す
る
、
九
、
地
域
内
に
お
い
て
相
互
に
財
政
的

援
助
を
行
う
、
十
、
病
に
罹
っ
た
場
合
は
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
を
目
的
に
し

て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
々
の
心
は
通
い
合
い
、
生
產
も
均
質
化
さ
れ
、
人

を
欺
く
道
が
阻
ま
れ
、
他
者
を
訴
え
る
心
が
無
く
な
る
。
一
旦
井
田
制
を
邑
に

施
行
し
た
た
め
に
、
一
井
を
鄰
と
し
、
三
鄰
を
朋
と
し
、
三
朋
を
里
と
し
、
五

里
を
邑
と
し
、
十
邑
を
都
と
し
、
十
都
を
師
と
し
、
十
師
を
州
と
し
た
。
そ
も

そ
も
最
初
国
土
を
井
単
位
で
分
割
し
た
こ
と
に
よ
り
そ
れ
が
土
着
し
、
さ
ら
に

州
単
位
で
大
規
模
に
行
っ
て
土
地
の
区
画
が
詳
細
と
な
っ
た
。
結
果
夏
、
殷
ま

で
、
そ
の
制
度
は
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

（
四
）

。

三
、
文
字

　
黄
帝
の
記
録
官
で
あ
っ
た
蒼
頡
は
、
鳥
や
獣
の
足
跡
を
見
て
、
そ
の
跡
が
区

別
で
き
る
の
を
理
解
し
た
。
そ
こ
で
最
初
に
書

き
ざ
ま
れ
た
も
じ

契
を
造
っ
た
。（
中
略
）
蒼
頡

が
最
初
書も

じ

を
作
っ
た
際
、
お
そ
ら
く
（
対
象
の
）
姿
か
た
ち
を
写
し
取
っ
た
の

で
、
そ
れ
を
「
文
」
と
い
っ
た
。
そ
の
後
形
と
音
を
合
せ
た
も
の
が
益
々
増
え
、

そ
れ
を
「
字
」
と
い
っ
た
。
つ
ま
り
文
と
は
、
事
物
の
形
の
本
質
で
あ
り
、
字

と
は
生
ま
れ
て
そ
の
数
が
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
竹
や

帛
書
に
記
し
た
も
の
を
書
と
い
う
。
書
と
は
事
物
の
形
を
写
し
取
る
こ
と
で
あ

る
（
五
）

。
別
説
と
し
て
蒼
頡
は
古
代
の
王
者
で
あ
り
、
包
犧
以
前
ま
た
は
炎
帝
の
在
位
期
、

あ
る
い
は
神
農
と
黄
帝
の
間
の
人
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
黄
帝
の
記
録
官

で
あ
っ
た
と
い
う
説
が
最
も
信
頼
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
黄
帝
の
記
録
管
と
し
て
沮し
ょ
し
ょ
う誦と

い
う
者
が
い
た
。

四
、
衣
裳

　
黄
帝
、
堯
、
舜
は
ゆ
っ
た
り
と
衣
裳
を
垂
ら
し
た
ま
ま
、
天
下
を
治
め
た

（
六
）

。

黄
帝
が
冕

か
ん
む
りを

作
成
し
た
際
、
目
の
前
に
旒
た
ま
か
ざ
りを

垂
ら
し
た
、
邪
よ
こ
し
まな

も
の
を
目
に

し
な
い
た
め
で
あ
る
。
纊

み
み
せ
んを

し
た
の
は
、
讒
言
が
耳
に
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
で
あ
る

（
七
）

。（
衣
装
、
冕
を
茲
で
述
べ
て
い
る
の
は
）
黄
帝
が
最
初
に
養
蚕
を
行
っ

た
た
め
で
あ
る
。

五
、
歳
名

　
容
成
は
暦
を
作
成
し
、
大だ

い
ど
う撓

が
甲
子
制
を
始
め
た
が
、
両
者
と
も
に
黄
帝
の

臣
下
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
黄
帝
か
ら
、
甲
子
紀
日
制
が
使
わ
れ
始
め
、
六
十

日
ご
と
に
、
甲
子
な
ど
の
十
干
十
二
支
が
一
周
り
す
る

（
八
）

。

六
、
律
呂

　
む
か
し
黄
帝
は
伶
倫
に
律
管
を
作
る
こ
と
を
命
じ
た
。
そ
こ
で
彼
は
大
夏
の

西
よ
り
、
阬こ

う

隃ゆ

山
の
北
に
向
か
い
、
嶰か
い

渓
の
谷
で
竹
を
採
り
、
適
切
な
空
間
が

あ
り
、
皮
の
厚
さ
が
均
一
な
竹
を
選
び
、
竹
の
節
と
節
の
間
で
切
断
す
る
と
、

そ
の
長
さ
は
三
寸
九
分
で
あ
り
、
そ
れ
を
吹
い
て
、
黄
鐘

し
ょ
う

の
宮
を
定
め
た
。
さ

ら
に
十
二
本
の
筒
を
作
り
、
阬
隃
山
の
ふ
も
と
に
赴
き
、
鳳
凰
の
鳴
き
声
を
聴

い
て
、
十
二
律
を
識
別
し
た
。
雄
の
嗚
き
声
が
六
、
雌
の
鳴
声
が
六
、
そ
れ
を

黄
鐘
の
宫宫
と
比
較
し
て
み
る
と
、
全
て
調
和
し
て
お
り
、
十
二
音
全
て
を
出
す

こ
と
が
で
き
た
。
よ
っ
て
（
絶
対
音
高
を
）
黄
鐘
の
宮
と
呼
ん
で
、
律
呂り

ょ

の
本

と
し
た

（
九
）

。
思
う
に
律
は
十
二
あ
り
、
陽
の
六
種
を
律
、
陰
の
六
種
を
呂
と
し
た
。
律
は

気
を
統
率
し
万
物
を
類
別
す
る
も
の
で
、
一
、
黄
鐘
、
二
、
太
簇そ
う

、
三
、
姑
洗
、
四
、

蕤す
い
ひ
ん賓
、
五
、
夷い

則そ
く

、
六
、
亡ぶ
え
き射
の
六
種
が
あ
る
。
呂
は
陽
と
共
に
気
を
発
す
る
も
の
で
、

一
、
林
鐘
、
二
、
南
呂
、
三
、
応
鐘
、
四
、
大
呂
、
五
、
夾き
ょ
う鐘
、
六
、
中
呂
の
六
種
が
あ
る
。
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井
澤
　
耕
一 

一
二

以
上
は
專
門
の
学
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
詳
細
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、『
漢
書
』
律

暦
志
に
通
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
近
年
、
西
洋
で
も
具
体
的
な
形
や
色
で
音
の

理
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
か
つ
そ
の
数
が
中
国
の
律
書
と
合
致
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
が）

1
（

、
そ
れ
は
新
説
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
ら
、
茲
に
付
記
す
る
。
こ
こ
か
ら
も

中
国
古
代
学
術
が
で
た
ら
め
で
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
出
来
よ
う
。

七
、
壬
禽

　
黄
帝
が
天
に
上
ろ
う
と
し
た
と
き
、
そ
の
三
子
を
呼
ん
で
「
吾
は
昔
、
玄
女

よ
り
『
龍
首
経
』
を
受
け
た
。
今
そ
の
こ
と
を
み
な
に
伝
え
よ
う
」
と
告
げ
た
。

そ
の
術
は
天
一
を
中
心
に
据
え
、
大
吉
、
神
后
、
登
明
、
河
魁か

い

が
赴
く
所
で
吉

凶
を
占
う
も
の
で
、
六
壬じ

ん

と
い
う
（
十
）

。
原
注
、
つ
ま
り
日
時
陰
陽
、
及
び
坐
し
た
り
、

養
生
し
た
り
す
る
御
の
り
も
のの

六
事
を
意
味
し
、
三
つ
の
陰
、
三
つ
の
陽
で
あ
る
た
め
六
壬
と

い
う
。

八
、
神
僊
（
仙
）

　
華
山
、
首
山
、
太
室
山
、
泰
山
、
東
萊
山
の
五
山
は
、
黄
帝
が
よ
く
赴
き
、

神
と
会
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
黄
帝
は
戦
う
か
た
わ
ら
僊
（
仙
）
術
を
学
び
、

百
余
歳
に
な
っ
て
神
と
よ
う
や
く
通
ず
る
こ
と
が
で
き
た
。（
中
略
）
黄
帝
は

首
山
の
銅
を
採
掘
し
、
鼎
を
荆荆
山
の
ふ
も
と
で
鋳
造
し
、
そ
れ
が
完
成
す
る

と
、
あ
ご
ひ
げ
を
垂
ら
し
た
龍
が
天
よ
り
降
り
て
き
て
黄
帝
を
迎
え
た
。
黄

帝
が
龍
に
ま
た
が
る
と
、
群
臣
、
後
宮
の
う
ち
彼
に
就
き
従
っ
た
者
は
七
十
余

名
、
そ
し
て
龍
は
天
上
に
去
っ
て
い
っ（

十
一
）た

。
古
え
に
お
い
て
房
中
術
は
前
出
の
容

成
よ
り
始
ま
っ
た
が
、
今
そ
の
家
法
が
亡
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
、
茲
に
列
挙
し
な
か
っ

た
。

九
、
医
経

　
黄
帝
は
岐
伯
に
質
問
を
重
ね
、
そ
れ
を
基
に
『
素
問
』
八
十
一
篇
、『
霊
枢
』

八
十
一
篇
を
作
っ（

十
二
）た

。
思
う
に
神
農
が
創
出
し
た
医
と
は
「
医
学
の
経
験
」
で
あ
り
、

黄
帝
が
創
出
し
た
医
と
は
「
医
学
の
原
理
」
で
あ
る
。
進
化
の
過
程
は
こ
の
よ
う
に
発

展
す
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
中
国
文
化
の
中
で
黄
帝
に
よ
り
創
出
さ
れ
た
の
は
九
ヶ
条
あ
り
、
こ
れ

は
す
べ
て
漢
以
前
の
説
で
、
最
も
洗
練
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
九
ヶ
条
に
つ
い
て
、
試
み
に
古
人
の
典
籍
を
読
ん
で
、
今
日
の
社
会
を

観
察
し
た
と
し
て
も
、
果
た
し
て
そ
れ
以
外
の
事
象
を
挙
げ
ら
る
だ
ろ
う
か
。

そ
う
な
る
と
中
国
文
化
が
黄
帝
よ
り
始
ま
っ
た
の
は
疑
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
前
述
の
例
は
ま
だ
枝
葉
末
節
で
あ
り
、
も
し
大
綱
及
び
本
旨
を
論
ず
る

な
ら
ば
、「
百
姓
」
と
「
民
」
の
区
分
が
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
優

れ
た
種
族
が
劣
っ
た
種
族
に
戦
勝
し
、
相
手
の
領
土
を
占
領
し
、
彼
ら
を
奴
隷

に
し
た
と
し
よ
う
。
そ
の
中
で
お
互
い
が
平
穏
で
、
相
手
に
戦
争
の
勝
敗
は
本

よ
り
定
ま
っ
た
天
命
で
あ
っ
た
と
思
わ
せ
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
宗
教
を
創
り
、

吾
と
汝
は
生
ま
れ
が
違
い
、
本
々
同
類
で
は
な
く
、
平
等
と
い
う
観
念
は
無
い

と
説
得
す
る
し
か
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
一
切
の
人
権
に
お
い
て
、
享
受
で
き
る

事
が
大
い
に
異
な
り
、
全
て
天
命
に
帰
す
る
ば
か
り
か
、
そ
れ
に
対
し
て
異
議

を
唱
え
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
。
よ
っ
て
ア
ー
リ
ア
人
種
は
イ
ン
ド
に
居

住
し
た
が
、
司
祭
で
あ
る
婆
羅
門
（
バ
ラ
モ
ン
）
は
大
梵
（
プ
ル
シ
ャ
）
の
頭

頂
か
ら
生
れ
、
王
侯
・
武
人
で
あ
る
刹
帝
利
（
ラ
ー
ジ
ャ
ニ
ア
）
は
臂
か
ら
、

庶
民
で
あ
る
吠
奢
（
バ
イ
シ
ャ
）
は
腿
か
ら
、
奴
婢
で
あ
る
戍
陀
（
シ
ュ
ー
ド

ラ
）
は
足
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る）

2
（

。
百
姓
と
民
の
相
違
も
、

ま
さ
し
く
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
姓
（
を
持
つ
者
）
は
古
代
に
お
い
て
は
神
聖

視
さ
れ
、
天
に
感
応
し
て
生
ま
れ
た
者
と
見
な
さ
れ
た

（
十
三
）

。
例
え
ば
華
胥
が
大
き

な
足
跡
を
履
ん
で
皇
犧
を
産
み
、
任
姒
が
龍
に
感
応
し
て
帝
魁
を
産
み
、
附
宝

が
外
に
出
る
と
激
し
い
稲
妻
が
落
ち
て
き
て
帝
軒
を
産
ん
だ
こ
と
が
そ
れ
で
あ

る
。
以
上
は
前
の
課
で
論
じ
た
こ
と
を
例
と
し
て
挙
げ
た
が
、
上
古
以
後
も
天
命
を
受

け
た
あ
る
姓
の
一
族
が
、
必
ず
天
か
ら
の
感
応
を
受
け
て
帝
王
を
生
ん
だ
こ
と
は
、
こ

こ
か
ら
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
て
華
胥
が
履
ん
だ
の
は
、
霊
威
仰
の
足

跡
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が

（
十
四
）、

考
え
て
み
る
と
、
伏
羲
は
木
徳
の
王
で
あ
っ

た
が
た
め
に
、
母
の
華
胥
が
感
応
し
た
の
は
霊
威
仰
と
な
る
。
そ
う
な
る
と
神
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夏
曽
佑
『
最
新
中
学
教
科
書
　
中
国
歴
史
』
訳
注
（
四
） 

一
三

農
は
火
徳
の
王
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
母
の
任
姒
が
感
応
し
た
の
は
赤
熛
怒
と

な
り
、
黄
帝
は
土
徳
の
王
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
母
の
附
宝
が
感
応
し
た
の
は

含
枢
紐
と
な
り
、
少
昊
は
金
徳
の
王
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
母
の
女
節
が
感
応

し
た
の
は
白
招
拒
と
な
り
、
顓
頊
は
水
徳
の
王
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
母
の

女
枢
が
感
応
し
た
の
は
汁
光
紀
と
な
る
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
帝
王
は
上
帝
の

子
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ゆ
え
明
堂
の
大
祭
に
お
い
て
、
祖
先
の
「
自
り
て
出
ず

る
所
」
を
祀
っ
た
上
で
、
祖
先
も
併
せ
て
祀
っ
た
の
で
あ（

十
五
）る

。
百
姓
と
は
王
公

の
子
孫
で
あ（

十
六
）り

、
ま
た
天
の
子
孫
で
も
あ
る
。
百
姓
の
意
味
す
る
所
は
以
上
で

あ
る
。
民
に
つ
い
て
は
冥
に
通
ず
る
と
こ
ろ
か
ら
人
（
仁
）
の
道
を
知
ら
な
い

者
を
言
う
。
よ
っ
て
彼
の
族
は
三
た
び
凶
惡
な
る
者
を
生
み
出
し
た
が
た
め
、

そ
の
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て
、
民
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ（

十
七
）た

。
つ
ま
り
、
民

の
字
は
、
も
っ
ぱ
ら
九
黎
、
有

ゆ
う
び
ょ
う苗

の
た
め
に
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
人

種
の
出
自
を
文
字
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
羌

き
ょ
う

は
羊
種
、
蛮
は
蛇
種
、
閩び
ん

も
蛇
種
、

貉ば
く

は
豸ち

種
で
あ
る
。
脊
椎
が
長
い
獣
を
言
う
。
貉
の
意
味
は
貉
、
す
な
わ
ち
悪
の

意
、
狄
は
犬
種
で
、
意
味
は
邪
悪
不
正
で
あ（

十
八
）る

。
民
族
の
名
称
を
異
民
族
の
出

自
か
ら
論
ず
れ
ば
以
上
の
よ
う
に
な
る
。
百
姓
と
民
も
天
神
と
虫
・
獣
と
い
う

相
違
が
あ
り
、
よ
っ
て
享
受
で
き
る
権
利
も
、
当
然
大
き
く
違
っ
て
く
る
。

そ
れ
は
ま
さ
し
く
「
礼
は
庶
人
に
下
さ
ず
、
刑
は
大
夫
に
上
ら
ず
」
な
の
で

あ（
十
九
）る

。
考
え
る
に
『
礼
経
』
の
伝
え
た
事
は
、『
儀
礼
』
十
七
篇
に
完
備
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
士
の
礼
で
あ
る
。
例
え
ば
礼
は
廟
に
お
い
て
行

わ
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
庶
人
に
は
廟
が
無
い
の
で
、
庶
人
と
は
民
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
礼
自
体
も
存
在
し
な
い
。
ま
た
『
尚
書
』
呂
刑
篇
に
お
い
て
民
と
刑
と
の

起
源
が
最
も
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
の
は
、
士
と
刑
が
関
係
し
な
い
か
ら

で
あ
る
）。
民
と
は
反
対
の
立
場
を
皇
帝
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
自
ら
が

属
し
て
い
る
種
族
（
の
長
）
に
対
し
て
帝
と
呼
ぶ
の
と
は
相
違
し
て
い
る
（
つ

ま
り
前
者
の
「
皇
帝
」
は
上
帝
、
天
帝
の
代
理
者
と
い
う
意
味
を
強
調
し
て
い

る
）。
思
う
に
い
わ
ゆ
る
墨

い
れ
ず
み、

劓
は
な
そ
ぎ、

剕
あ
し
き
り、

宮
き
ょ
せ
い、

大し
け
い辟

の
五
刑
は
、
本
来
、
黎
民

や
苗
民
の
法
で
あ
り
、
犯
し
た
罪
に
対
し
て
そ
れ
相
当
の
身
体
刑
を
下
す
（
と

い
う
同
害
報
復
法
で
あ
っ
た
）。
現
在
、
欧
州
人
が
植
民
地
の
原
住
民
を
統
治

す
る
や
り
方
も
同
様
で
あ
る
。
中
国
の
古
代
人
が
こ
の
よ
う
な
階
級
別
に
法
を

定
め
た
の
は
、
本
来
黄
帝
と
蚩
尤
が
戦
っ
た
後
の
已
む
を
得
ざ
る
手
段
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
後
世
、
種
族
が
混
淆
し
て
も
礼
俗
を
変
え
ず
に
来
て
し

ま
っ
た
た
め
に
、
今
に
至
っ
て
社
会
の
大
き
な
弊
害
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

（
原
注
）

　
（
一
） 『
太
平
御
覧
』
巻
七
十
九
所
引
『
河
図
挺
左
輔
』
中
に
見
え
る
。

　
（
二
） 『
史
記
索
隠
』
暦
書
に
は
「
容
成
、
此
の
六
術
を
綜
べ
て
調
暦
を
著
す
る
な
り
」
と

あ
る
。

　
（
三
） 『
後
漢
書
』
郡
国
志
（
梁
・
劉
昭
）
注
の
「
分
野
」
部
分
に
拠
る
。

　
（
四
） 『
通
典
』（
食
貨
典
三
・
郷
党
中
の
）「
井
田
」
部
分
に
拠
る
。

　
（
五
） 『
説
文
解
字
』（
序
の
）「
造
字
」
部
分
に
拠
る
。

　
（
六
） 『
周
易
』
繋
辞
伝
下
に
は
「
黄
帝
、
堯
、
舜
、
衣
裳
を
垂
ら
し
て
天
下
治
ま
る
」
と

あ
る
。

　
（
七
） 『
通
典
』
礼
典
十
七
・
嘉
礼
中
の
冕
所
引
『
世
本
』
の
記
事
に
拠
る
。

　
（
八
） 『
後
漢
書
』
律
暦
志
上
冒
頭
の
本
文
及
び
劉
昭
注
に
拠
る
。

　
（
九
） 『
呂
氏
春
秋
』（
仲
夏
紀
・
）
古
楽
篇
の
「
律
呂
」
部
分
に
拠
る
。

　
（
十
） 『
黄
帝
龍
首
経
』
序
に
拠
る
。「
六
壬
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
漢
書
』
翼
奉
伝
を

参
照
。

（
十
一
） 『
史
記
』
封
禅
書
の
「
神
仙
」
部
分
に
拠
る
。

（
十
二
） 『
霊
枢
』『
素
問
』
に
拠
る
。

（
十
三
） （
夏
曽
佑
が
挙
げ
た
）『
説
文
解
字
』
に
は
「
天
之
所
生
」（
の
文
は
見
え
な
い
。
前

節
注
二
十
六
を
参
照
）。

（
十
四
） 『
太
平
御
覧
』
巻
七
十
八
所
引
『
孝
経
鉤
命
訣
』
の
宋
均
注
に
拠
る
。

（
十
五
） 『
礼
記
』
祭
法
篇
鄭
玄
注
に
拠
る）

3
（

。

（
十
六
） 『
国
語
』
中
の
「
百
姓
」
に
拠
る
（
前
節
注
二
十
四
を
参
照
）。

（
十
七
） 『
尚
書
』
呂
刑
篇
鄭
玄
注
に
は
「
民
と
は
冥
な
り
」
と
あ
る
。

（
十
八
） 『
説
文
解
字
』
羌
「
西
戎
牧
羊
の
人
な
り
。
人
に
从
い
羊
に
从
う
、
羊
の
亦
声
。
南

方
の
蛮
閩
は
虫
に
从
い
、
北
方
の
狄
は
犬
に
从
い
、
東
方
の
貉
は
豸
に
从
い
、
西

方
の
羌
は
羊
に
从
う
」
に
拠
る
。
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井
澤
　
耕
一 

一
四

（
十
九
） 『
礼
記
』
曲
礼
篇
上
「
礼
は
庶
人
に
下
ら
ず
、
刑
は
大
夫
に
上
ら
ず
」
に
拠
る
。

〔
注
釈
〕

（
1
） 
十
二
平
均
律
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
（
紀
元
前
六
世
紀
）
に
よ
っ
て
発
見

さ
れ
て
い
た
が
、
よ
り
音
が
調
和
し
、
美
し
い
響
き
を
出
す
た
め
に
活
躍
し
た
の

は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
シ
モ
ン
・
ス
テ
ヴ
ィ
ン
（
一
五
四
八
―
一
六
二
〇
）、
フ
ラ
ン
ス

の
マ
ラ
ン
・
メ
ル
セ
ン
ヌ
（
一
五
八
八
ー
一
六
四
八
）
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
十
二

平
均
律
が
一
般
に
復
旧
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
産
業
革
命
に
よ
っ
て
ピ
ア
ノ
が

普
及
し
始
め
る
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

（
2
） 

古
代
イ
ン
ド
の
聖
典
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
の
創
造
讃
歌
『
プ
ル
シ
ャ
・
ス
ー
ク
タ
』

に
は
、
神
々
が
供
犠
の
た
め
に
プ
ル
シ
ャ
（
原
人
）
を
殺
す
と
、
彼
の
眼
か
ら
は
太

陽
、
心
臓
か
ら
は
月
、
息
か
ら
は
風
、
口
か
ら
は
バ
ラ
モ
ン
（
司
祭
）、
両
腕
か
ら
は

ラ
ー
ジ
ャ
ニ
ア
（
王
侯
、
武
人
）、
腿
か
ら
は
バ
イ
シ
ャ
（
庶
民
）、
足
か
ら
は
シ
ュ
ー

ド
ラ
（
奴
婢
）
が
生
ま
れ
た
と
あ
る
。

（
3
） 

こ
の
記
述
は
、
実
際
に
は
夏
曽
佑
が
挙
げ
た
「
祭
法
篇
」
で
は
な
く
、『
礼
記
』
喪
服

小
記
篇
の
本
文
「
王
者
は
其
の
祖
の
自よ

り
て
出
づ
る
所
を
禘
し
、 

其
の
祖
を
以
て
之

に
配
す
」
お
よ
び
鄭
玄
注
「
禘
は
大
祭
な
り
。
始
祖
は
天
の
神
霊
に
感
じ
て
生
ま
る
。

天
を
祭
る
は
則
ち
祖
を
以
て
之
を
配
す
」
に
拠
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

〔
訳
注
者
後
記
〕

　
本
訳
稿
は
平
成
二
十
八
年
度
―
令
和
三
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）

（
課
題
番
号
一
六
Ｋ
〇
二
一
五
四
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
い
ざ
わ
・
こ
う
い
ち
　
本
学
部
教
授
）
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